














 

滲出性中耳炎等による伝音難聴が,就学期・言語習得期の児童の聴力に与える影響の大きい

こと,その聴力損失が単に学業・言語の発達のみならず,児童の心理面・行動面についてす

ら制限を与えることは,既に幾多の報告がある。この滲出性中耳炎等のいわば児童の心身全

般に亘って与える影響は,しかし,今まで数多くの報告がなされて来た普通児においてより

も,何らかの障害を既に有している児童においてこそ大きいであろうことは,言うまでもな

い。けれども,そのような障害児における滲出性中耳炎等は,障害児をとりまく環境に問題

が多いこともあって,検出が困難なことも,また事実であろう。 

 今回著者らは,宮城県における脳性麻痺児を中心とした肢体不自由児の療育病院である,

宮城県整肢拓桃園入園児全員に耳鼻科検診を施行,特に滲出性中耳炎等による伝音難聴の

発生頻度につき検討を加えたので,若干の考察と共に報告する。 


